












Factors Involved in Placing the Comma Immediately Following a 
Conjunction: An Analysis Using Generalized Linear Models 












































	 岩崎（2017 予定 a）の分析では，品詞の直後における読点の打たれやすさについて，母語






















まず，分析にあたり，分析対象となるデータから以下の 12 の指標を抽出した（表 1）。 
接続詞直後の読点の有無は，BCCWJ コアデータから抽出したデータの後文脈から空白を
削除した上で，一文字目を抽出し，確認を行った。その結果，読点なしは 2844 例（51.3％），








































































































                                                   
5 以下，全ての例文の下線や網掛けは筆者によるものである。 
6 応答変数（読点の有無）は，読点ありを 1，読点なしを 0 と置き換えて分析をしている。つまり，とり















	 model1 の AIC は 4406.2，残差逸脱度は 4190.2，残差自由度は 5439 であった。しかし，こ
の model1 のピアソンの χ2統計量を計算したところ，11950.09 であった。そのため，dispersion 






	 上述した変数を削除して再度，予測モデルを構築した（model2）。表 2 は，model2 に対し
て行った anova（Type Ⅱ）による各説明変数の逸脱度分析の結果である。 
 
表 2 予測されたモデル（model2）の anova（TypeⅡ）による結果 
Step Variable LR Chisq Df Pr(>Chisq) 
+1 前文字種 317.39 13 5.49E-60 *** 
+2 後文字種 395.79 10 7.42E-79 *** 
+3 接続詞後の品詞 278.89 14 2.94E-51 *** 
+4 一文の長さ 122.08 1 2.21E-28 *** 
+5 接続詞の文字長 83.66 1 5.88E-20 *** 
+6 接続詞前の品詞 61.02 13 3.45E-08 *** 
+7 接続詞の連接類型 33.56 6 8.18E-06 *** 
+8 接続詞の語種 20.76 2 3.11E-05 *** 





	 model2 の AIC は 4900.7，残差逸脱度は 4776.7，残差自由度は 5485 であった。また，ピア
ソンの χ2 統計量は 5645.093 であった。dispersion parameter の推定値（ピアソンの χ2 統計量 













表 3 model2 の説明変数の係数 
説明変数 Estimate Std. Error z value Pr(>|z|) RR95％CI .low 
RR95％
CI .up 
一文の長さ 0.012 0.001 10.625 2.28E-26*** 1.010 1.015 
接続詞の文字数 -0.418 0.046 -9.055 1.37E-19*** 0.601 0.721 
連接類型:対比型 -1.041 0.256 -4.064 4.81E-05*** 0.214 0.583 
連接類型:同列型 -1.073 0.297 -3.609 0.000308*** 0.191 0.612 
---Signif. codes:  0 ‘***’ 0.001 ‘**’ 0.01 ‘*’ 
(5) が、ココはミクシィではないので、別に見たところでやらなくていいです（笑）。
【出典】BCCWJ サンプル ID:OY14_12862 Yahoo!ブログ 
(6) すると瞳子さんはようやく頰を離して、目と鼻の下を手首でぐいっとぬぐった。




















【出典】BCCWJ サンプル ID: OC02_03912 Yahoo!知恵袋 
(8) 各年度ごとの調査対象企業数及び回答企業数は以下のとおり。 
【出典】BCCWJ サンプル ID: OW6X_00054 経済産業省；厚生労働省；文部科学省
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